エッセイ 複数言語環境で育つ子どもはどのようにことばと出会い,ことばをどう意味付けるのか 5歳までの育児記録から by 河上 加苗























Journal for Children Crossing Borders, 8. (2017)
46
2．複数言語環境で育つ子どもたちの「親」になって














































0 歳 2 ヶ月頃から，「あう」「えう」「うんも」「はう～」「あうぐうお」など喃語がよく出てくる
ようになった。よく目をみて，笑いかけてくるようになり，親子のコミュニケーションができ始









•  やってほしい時，手伝ってほしい時，「んっ」と言って伝えてくる。（1 歳 2 ヶ月　2012 年
4 月 3 日　育児記録）
•  コップに描かれた絵を指差して，「カンガルー」は“カ”，「シマウマ」は“んっ？”って




て」の意味）」（1 歳 4 ヶ月　2012 年 6 月 17 日　育児記録）
この時期は，日本語以外の言葉はなかなか特記できることがなかったが，発音で気になること
があり記録したものがあった。
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• 日本語にない音“R（舌を巻く音）”を出し始める。保育園でも言われた。（1 歳 4 ヶ月　














歳 7 ヶ月　2012 年 9 月 13 日　育児記録）
• （絵本の花を指差し）「おはな」といったら，ルードビックは自分の鼻（はな）を指で押さ




rojo"（赤い船）→ばるこ　ろーほ，“cocha azul”（青い車）→こちゃ　あうー（1 歳 8 ヶ





















1 歳後半から 2 歳前半は，助詞を使った表現も見られるようになってきた。
• 助詞の「と」を使う。「○○とパパ」（1 歳 10 ヶ月　　2012 年 12 月 18 日　育児記録）
• 「コップのパパ　おちゃ」（2 歳 0 ヶ月　　2013 年 2 月 3 日　育児記録）








（数日前の出来事））（2 歳 2 ヶ月　2013 年 4 月 17 日　育児記録）
• 「ママ　だっこしてもらう　かった」と過去形で自分の今の希望を伝えてくる。（2 歳 6 ヶ
月　2013 年 8 月 5 日　育児記録）
• 一日の出来事を話す。「きのう　さかな　したよ」（今日（昼），鯉のぼりつくったよ），「こ










とりする場面が増え，幼児の通信教育の DVD 教材に英語の歌が入るようになった。3 歳からは
幼稚園に入園し，ほぼ毎日父親と登園し，父親と話をする機会が増えた。園では，たくさんの友
達に囲まれ，毎日同じ先生たちと会話をし，週に 1 回，園で英語を話す先生と一緒に遊んだ。週




• 英語のアルファベットを見ると，ABC の歌を歌い始める。（2 歳 6 ヶ月　2013 年 8 月 7 日
　育児記録）
• 「“ぱなりーじょ（panarillo）”は　パパ」「“おむつ”はママ」と言って，ことばの違いが
わかる。（2 歳 7 ヶ月　2013 年 9 月 18 日　育児記録）
日本語と日本語以外の言葉を使い分ける様子も見えてきたので，この頃は私も意識的に彼がど
れくらいカタルーニャ語を理解しているのかを問いかけることを増やした。
• 「“nas ナス”って何？」－「鼻だよ」。「“こちゃ” （cocha）って何？」－「トラックだよ」







で」って言ってるよ」と答える。（3 歳 0 ヶ月　2014 年 2 月 7 日　育児記録）
• 保育園の帰り道，豆まきもしたあと，「今日の cole（コレ：保育園）はどうだった？」とカ




• 「ルードビック，OK?」－「おっけくない」（2 歳 9 ヶ月　2013 年 11 月 21 日　育児記録）
• ごっこ遊びの時，「何くださいかー」（何がほしいですか）「こまりましたー」（かしこまり






 （2 歳 9 ヶ月　2013 年 11 月 23 日　育児記録）
• 「二つ」という言葉をいいたいが分からないとき，「いち　に　たべる」という。








のー」（「ぼくがする」の意味）（3 歳 0 ヶ月　2014 年 2 月 7 日　育児記録）
• かんしゃくを起こしたり，嫌になってしまうと「これ，こわれたい」（「壊したい」の意
味）」（3 歳 3 ヶ月　2014 年 5 月 5 日　育児記録）
• 「くもくんが，ひるをたべてるんじゃないの？」夕暮れの空をみながら一言。（3 歳 6 ヶ月






































• 宿題プリントの物の数を数えるとき，いきなり英語で one two three four と数え始める。
（4 歳 10 ヶ月　2015 年 12 月 5 日　育児記録）
• 「ろうど（ロード）」と「どうろ（道路）」。日本語の反対が英語だね～（4 歳 11 ヶ月　2016






















































誕生から 6 歳になるまでの 5 年間を振り返ってみると，子ども自身は，父親が他の国から来て
いること，家庭で使っていることばが複数あることは感じているようだが，まだ，そこにあること
ばへの彼自身の意味付けはしていないように思える。彼の身の回りにあることばは，2歳後半まで
Journal for Children Crossing Borders, 8. (2017)
54
無意識に，身近な生活場面で，親や周囲の大人や友達との繋がることばとして，複数の言語に出
会っていったと思える。そこには，「○○語」という大人の世界で意味付けられた言語ではなく，
親と繋がることば，身近な他者と繋がることばがあり，必要な時がきたら発話をするという繰り
返しであったと思う。その後，周りの大人たちがそのことばを意味付けた。自我が目覚め，自分
から言語的な世界を広げていく年齢になる前のこの時期は，人から聞いたり，人からどう見られ
ているかが，そのまま子ども自身の見方や考え方に影響しているように思える。実際，私たち親
は，彼のことばを「ルードビックのニュー日本語」，「パパのことば」，「ママのことば」，「ルード
ビック語」「○○ちゃんのことば」，「○○くんのパパのことば」，「日本語」，「カタルーニャ語」，
「スペイン語」，「英語」と意味付け，彼自身も同じようにその呼び方を使っていったように。
この育児記録では，私たち親は観察者のように存在しているが，これらの記録の背景には，語り
きれない親の主観的な意識もあった。私も彼の父親も複数言語で育てようとする意識を持つ，主
体として存在していた。子どもに何語で語りかけるのか，家庭で何語を使うのか，シッターとし
て誰を選ぶのか，なぜ英語教室に行かせるのか，なぜカタルーニャ語教室に行かせるのか，どこ
の幼稚園を選ぶのか，どこの小学校に行かせたいのか。それ以外にも意図的，戦略的に，彼の生
と，私たち家族の生に組み込んできた営みがあり，複数言語環境における選択は，常に「育児」
と共にあった。稲垣（2016）は「複言語育児」という分析概念を提起している。「複言語育児」
とは「複数言語使用者である親が，複数言語を使用しつつ，social agent として自らを取り巻く
社会集団と様々な関係を構築することにより社会参加し，アイデンティティを更新しつつ実践す
る育児の行為」（p. 4）を指しており，「単に複数言語を介して育児を実践する「行為」を指すだ
けではなく，家族の過去の歴史や親の人生，家族の願望，将来の計画等と全て包括した「思い」
をも含むものであ」（p. 4）るとしている。私たち親も，ルードビックへの「育児」を通して，現
在と自分たちの歩んできた過去を絶えず往還し，将来の有り様を考え，考え直し，また，成長す
る子どもの，その時々の言動を受けて，再度親たちの過去を意味付けし直しながら，彼の将来，
家族の将来の有り様を常に再構築してきたと言える。
これからルードビックは小学生となる。親と離れたところで自分の周りにあることばを意味付
けしていくようになるだろう。成長とともに彼は自分の複数言語環境やそこにある言語をどのよ
うに意味付けていくのだろうか。周りの大人たちや友達のまなざし，発せられることばの数々は，
彼の言語的な世界にどのような影響を与えていくのだろうか。その時，複数言語環境を作ってき
た私達親は何を考え，子を育ててくのだろうか。
こうして，私たち親の「複言語育児」は続いていく。
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